
お茶の水地理 第35号 1994年

lHlHllll"Jl"lHllHF

論 説

Ill川IllH=lHll‖

地図史料学小考

1. はじめに

足かけ2年になるが,1992年の11月 (東京) ･

12月 (大阪)に,｢地図の世界一地図の史料学こと

はじめ｣と題するシンポジウム (日本国際地図学

会設立30周年記念)1)が,海外からの参加者も得て

開催された｡地図の史料学と間に ｢の｣を介在さ

せた控えめな表現ではあるが,地図史料学という

用語の公の場-の初登場ともいうべきものである｡

これを受ける形で,日本国際地図学会の専門部

会の一つである地図史専門部会は,昨1993年 1

月,その内部に①古地図,②旧版地形図類,③旧

版水路図 ･図誌類,④地図史料の4分科会を設置

し,あらためてそれぞれのテーマにそった活動を

展開しようとしている｡①はやや漠然とした表現

ながら,以 F③までは,対象による区分となって

おり,これまでの部会活動の部門別細区分ともい

うべきものとなっているが,第4分科会のテーマ

｢地図史料｣は,これらとやや趣が異なり,対象

資料の区分にとらわれず,史料としての地図の機

能や可能性,地図の利用の態様の検討とともに,

現にある地図の有効利用のための阻織化,地図研

究のための文献調査,既存史料の後世-の伝蔑

等,未確定ながら,理論的側面も含む壮大,逆に

言えば荘洋とした設定となっている｡

たまたま筆者は,さきのシンポジウムにも関係

し,地図の組織化 (整理),保存などに関わ りの深

い図書館を職場としていることもあって,上記の

分科会の世話役をつとめ,例会を中心とする活動

にとりかかったところであるが,何分にも弧々の

声をあげたばか りのニューフェースであり,その

運営には,足場がいささか心もとないというのが

実情である｡しかしながら,｢地図史料学｣なるも

のの登場は必ずしも唐突なものではなく,それな

りに機も熟 して来ていることのあらわれと見るこ

ともできるのではないだろうか｡論考というより

は探索の手控えといったスタンスになると思われ

るが,地図史研究や史料学などとの関わ りの中で

鈴 木 純 子

地図史料学の基盤を探 り,その枠姐みの検討-の

一武実にでもなればと考える｡

2. 地図史研究の動向- 変遷と現況

伝統的な地図学は,地図の作成ということを核

として,ルネッサンス以降のヨーロッパで育まれ

てきた｡作成技術の上では数学(測量 ･投影法)･

天文(測地)学 ･印刷術 ･写真 ･精密機械等,また

新しくは電子工学等とも関わ り,表現内容の とで

は地理学,具体的な成果において芸術とも関わ り

ながら,全体としては自然科学ないし工学の色彩

の強い分野として発展してきたわけだが,1960年

代以降,その研究の視野が著しく拡大してきてい

る｡作成面での電子技術の導入とその飛躍的発展

はもちろんであるが,作成面だけでなく,事物,

概念,状態,過程,現象などを場所との関係で認識

することを助けるグラフィックな媒体2) (Harley,

1987)としての地図の機能を,コミュニケーショ

ン理論や記号論等も援用しながら,多角的に解明

しようとする方向が新しく登場し,活発な議論が

展開されるようになったのが際立った特色と言え

る｡ 地図学のこうした変化は,地図史研究の上に

も色濃 く反映している,というよりこれらは全く

同じ現象と捉えるべきなのであろう｡従って,地

図史研究の動向をとらえるには,地図学の理論的

側面に関する検討の動向にも目を配る必要がある

だろう｡

欧米における地図史研究の歴史的展望として手

もとにある文献は,Skelton(1972),Harley

(1987),Wallis(1989),川村 (1992),長谷川

(1991),海野 (1993)がある｡流れの大要につい

ての考え方や具体的な研究成果の例示などについ

ては,これらの文献に頼らざるを得ない部分が多

いが,地図史の研究がどのような課題意識や枠姐

みの中で進められてきたかを中心に置きながら自

分なりにおさえてみたい｡

Harley(1987)は地域差を保留した上で,欧米

における地図史研究の年代区分として,①ルネッ
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サンスから1800年頃まで,②19世紀から1930年頃

まで,③1930年以降,の三つを示 しているが,

1930年から現在までにすでに50年以上が経過して

おり,その間の変化の大きさを考えると,③の時

期については,1960年頃と80年頃の2段階程度の

細区分を設けるのが適切であると思われる｡

①は言うならば地図についての知的探究の発生

期である｡新しい発見により次々と書きかえられ

る地図が,過去のモニュメントとしての地図-

同時代の地図に対する ｢古｣地図- という観点

につながり,独自の文献群としての地図に対する

関心が,次第にその研究や収集-と展開していく

段階といえよう｡

Ptolemaeusの地図を例とすれば,復元され出版

された15世紀から16世紀にかけての頃には,入手

できる殆ど唯一の,正しい世界図として迎えられ

たものであろうが(地図の図版を含むGeographia

の初版は1477年,Bologna),拡大する世界像との

関係で次第に新時代の地図とは別の歴史的作品と

見られるようになる｡Strassburg版 (1513)は,

旧来の図と新増補の図を別セクションに明確に分

けて載せた最初のものである｡またMercatorは

1578年に,逆に新図の増補をしないPtolemaeus図

を,歴史的見地からいわば復刻版として刊行し,

この地図-の観点の変化を示している (Skelton,

1972)0

よく知られたPeutinger3)によるローマ時代の道

路図の複製や,RichardGough4)のBritishTopog-

raphyにおけるイギリス中世の地図の比較研究,

Gough自身,同じくイギリスのCotton卿らの地図

コレクションなどもこの時代に成立している｡

②は,近代科学全般の形成期でもあり,地埋上

の発見,探険の成果を映す歴史的記録物としての

古地図-の関心が高まり,地図史の研究が,なお

歴史地理学の補助分野という位置づけながら,当

代の地図学とは区別されたものとして成立してい

く時期ということができる｡

なかでも後半の部分は研究史上における形成期

という色彩が強い｡

地図作成史の上でも,18世紀後半から19世紀に

かけては,フランス,イギリス等をはじめとして

三角測量に基づく国家規模の地図作成事業も緒に

つき,官 ･民いずれの面においても近代的な地図

作成が軌道に乗ろうとしている時期である｡地図

作成に関わる科学ないし技術の発展も,当然これ

に伴っているはずであるが,同様の成長期にある

古地図研究は,興りつつある地図学ではなく,地

理学に強く依拠して成果をあげてきたという面が

指摘できるOその理由としては一つには,数学

(測量 ･投影法など)･天文学 ･航海術 ･地理学

･印刷術等,広範な分野に関係をもち,ひとつの

学問としての姿が見えてこない地図学よりは,一

定の社会的認知を獲得している地理学のほうにそ

の支持基盤たる力があったこと,一つには,上で

敢えて地図史研究といわず,古地図研究といった

ように,地図史研究の中心は,過去の景観や地理

的知識の拡大 ･発展を映す鏡としての古地図研究

にあって,もともと歴史地理学ないしはその補助

学と考えられるものであったことがあげられよう｡

パリ(1821)をはじめ,ベルリン (1828),ロン

ドン (1830)に続く各地に相次いで成立した地理

学協会等の研究 ･交流団体,これらを基礎とする

国際地理学連合 (第 1回アン トワープ大会.

1871)が,そのメインテーマとしてではないにし

ても,古地図研究にも恒常的な研究者間のコミュ

ニケーションの場を提供し,さらにこれまた,フ

ランス,イギリスなどが先鞭をつけた地図図書館

の成立 ･発展や,古地図集成のファクシミリ出版

による資料-のアクセスの拡大,また,コレク

ターの増加などがこの時代の研究史の背景となっ

ている｡

古地図集成の出版は,パリ在住のポルトガル貴

族Santarem子爵2世5)や,フランス国立図書館の

地図部長Jomard6)によるものをさきがけに,早期

の地図の見本として,また歴史的記録物として,

なかでもアメリカ大陸の新知見に関わって,1900

年以前にすでに数多く行われている｡Kunstmann,

F.のAtlas Entdeckungsgeschichte Amerikas

(Miinchen,1859),Kretschmer,K.のDie

EntdeckungAmerikas(Berlin,1892),A.E.

Nordenski6ldのFacsimileAtlastotheEarly

HistoryofCartography(Stockholm,1889),

Perif･lus(Stockholm,1892)等々,こうした出版

は今世紀にもひきつがれ,目本島に関するP.G.

TelekiのAtlaszurGeschichitederjapanischen

lnseln(Budapest,1909),F.C.Wiederがエジプ

トのKamal王子のもとめで編纂した最大規模の

MonumentacartographicaAfricaeetAegyptiな
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ど枚挙にいとまがない｡こうした出版は多大の費

用と労力を必要とし,時には国家的事業ともなる

が,収録図についての時間をかけた細部の検討や

相互の比較研究の機会を拡大するばかりでなく,

資料の所在を知る手がかりとしても有用なものと

なった｡

国際地理学連合も1908年のジュネーブ大会以

莱,委員会 (CommissiononEarlyMaps)を設け

てファクシミリ編纂を計画したものの,結局実現

を見ぬまま,1964年ロンドン大会でその終結がき

め られ ,か わ ってWorkingGrouponEarly

Mapsにより,現存の中世世界図の総合的な目録

編纂の企画7)が進められている (Wallis,1989)0

地図図書館は,大英博物館におけるCotton卿コ

レクションのように,より早期に成立したコレク

ションや新しく発見された地図の集積センターと

してこれを保存し,利用の機会を提供するだけで

なく,目録や書誌の編纂の面で地図史研究に寄与

するところが大きい｡一機関の所蔵 目録に限ら

ず,地図の形態 ･形式 ･年代 ･地域,また,それ

らの阻み合わせなどさまざまな観点による目録や

書誌が可能,また必要であり,これらの編纂活動

自体が地図史研究の重要な分野ともなっている｡

研究者の多 くはその研究の素材を図書館にもと

め,有力な図書館の司書がこれらの活動に関与し

ながら研究の業績をあげているケースも多いO

この時期に多く行われた研究テーマを展望して

Skelton(1972)は,中世の世界図とそのローマ時

代の起源 ･地図の数理的構成や投影法の変遷 ･地

域的測量図の発達 ･地理的知見の拡大と地図の変

化 ･航海術の発展と海図 ･地図のデザインや記号

･印刷術等を列挙している｡

成熟期ともいうべき③の時代-の転換のキー

パーソン,LeoBagrow8)の早期の報告Istoriya

geograJicheskoy karty: Ocherk i ukazatel'

literatury(Thehistoryofgeographicalmaps:

Review andsurveyofliterature,Petrograd,

1918)には地図史関係文献1,881タイ トルが収録

されているという (Harley,1987)0
1935年にはBagrowが,地図史研究の年鑑とし

て,ImagoMundiを創刊しているO同誌は彼の死

去 (1957)まで,計13巻が刊行され,以後,非営

利のImagoMundiLtd.により現在まで継続刊行

されている｡本誌は地図史の専門誌として優れた
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研究報告を載せることはもちろん,国際的な視野

による年間の関連文献のリス ト,展示会や学会の

記録など,充実したクロニクルも含んで,地図史

研究のコアとなっている｡また,大戦の影響で実

際の刊行は遅れた (Berlin,1951)ものの,地図史

に関する最初の本格的な書物,同じBagrowのDie

GeschichtederKartographieの刊行が1943年に予
定されるなど,この時期はまさに一つの転換期と

いうことができる｡このあたりを③の成熟期の始

まりと考えるが,その細分に想定した1960年頃ま

での間に,第2次世界大戦の終了という転機をも

う一つ考えるほうがあるいはよいかもしれないO

大戦中の大量の地図需要と作成,ついで戦後の

復興や開発のための地図の活用などに呼応する技

術的発展は,必然的に,地理学の軒先を一歩離れ

た ｢地図学｣の発展を促し,また,作成された大

量の地図類がその最終的な保管場所として図書館

に集められるようになったこともあって,地図図

書館が飛躍的な発展を見せるなど,地図史研究の

諸条件の整備は戦後急速に進んでいる｡

地図学が地図史にもたらした刺戟は,ひとつに

は拠 り所となる学会の成立,もうひとつは,新し

いアイデンティティーをもとめる地図学自体の方

法論的検討である｡

1950年代後半に行われた,応用地図に関する国

際会議等が契機となり,国際地図学協会 (Inter-

nationalCartographicAssociation-ICA)が結成

される｡経済復興や地域計画に関連する多様な主

題図をめぐる問題意識や,電子技術の応用による

地図作成自動化-の期待などを背景に,従来から

の地図作成に関する技術の研究 ･開発に加えて,

これらの地図の社会的な立脚点をさぐること,す

なわち地図の成 り立ちや機能など理論的な側面に

ついての研究の必要性が意識されるようになって

きた時期である｡地図を地図そのものとして研究

の対象に据えることは,地図学のもっとも基本的

な立場であ り,いまさらの観 もあろ うが ,

Eckert9)などの先駆的な研究を除けば,そ うした

考え方が一般化してきたのはやっとこの頃のこと

といえる｡

ICA設立総会は1959年5月,13か国の参加のも

とにベルンで開かれている｡ 発足間もないICAは

国際地理 学 連 合 (InternationalGeographical

Union-IGU)と緊密な関係を保ち,1964年から
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総会の同時 ･同地域開催を続けてきたが,1980年

東京大会を最後として独自の開催-と変わってい

る｡ちなみに日本は1961年の第一回総会から加盟

しているが,1962年に結成された日本国際地図学

会が,以来国内の連絡団体をつとめている｡地域

ないし国別の地図学関係の学術団体としては,早

く1908年にストックホルムで結成された `̀Kartg-

rafiskaSallskapet''があり,1922年には機関誌

Globenも創刊されたというが,さきの地理学協会

の場合のような各地における類似機関の創設ブー

ムは見られず,戦前ではわずかに ドイツ,オース

トリアに留まった｡1960年前後からは新設が相次

ぎ,1972年には学 ･協会26,専門誌43を数え,1980

年には67誌を見るに至っている (Harley,1987)0

地図史に関しては,各地の地図学会,機関誌,

会合などが,発表や交流の場を提供しているのは

もちろんであるが,ICAにおいても,1972年に

WorkingGroupintheHistoryofCartographyが

誕生し,これが次の総会 (1976)でCommissionに

なり,さらに1985年には四つのStandingCommi-

ssionの一つとしてStandingCommissiononthe

HistoryofCartographyが成立して現在に至って

いる｡別に1964年のIGUロンドン大会における会

合を先駆として,1967年から一年おきに開かれる

地図史独自の国際的な学会10)がある｡運営はホス

ト国一任の形だが,1971年にはオーガナイザーと

して,JmagoMundiの購読者をメンバーとする

SocietyfortheHistoryofCartographyが設立さ

れ,ゆるやかな阻織的基盤をなしている (Wallis,

1989)0

3.地図学 ･地図史の新展開

第2次世界大戦から1970年代にかけては,空中

写真測量や電子技術など目ざましい技術革新に

よって,地図作成の材料として集められるデータ

の量が激増し,地図としての表現の能力を大きく

上回るまでになったこと,経済復興や地域開発な

ど多様化する地図需要にあわせての主題図の発

逮,地図使用人口の増加などの条件が背景とな

り,正確 ･精密な地図の作成を最大の目標として

きた地図学の分野に,改めて地図には何をどう表

現したらよいのか,地図の意味とは?という問い

を芽生えさせることになった｡

改定を重ねながら現在も地図学の教科書として

広く用いられているElementsofcartographyの

著者R.H.Robinsonは,早くも1952年のThelook

ofmaPsで,地図の作成 目的を達成するための

データの選択や表現-の配慮の必要性にふれ,

｢地図作成のゴールは正しい情報を示す地図を作

るだけでなく,図学的に正しい地図,いいかえれ

ば "正しい視覚的印象"を作 りだすことである｣

として,地図学の伝統的な主人公であった地図作

成者だけでなく, "視覚的印象"を得るべき地図

使用者の存在に注意を喚起し,地図が両者間の情

報伝達手段であることを指摘しているという (金

窪,1991)｡

地図をコミュニケーションの手段と位置づけ,

伝達のために求められることを実際にどんな風に

行うかという問題提起は,1960-70年代にかけて

多くの研究者の関心を集め,記号論や情報理論な

ども援用して活発な議論が展開されている｡

現実世界を物理的に映す鏡としてではなく,伝

達の目的を達成するための工夫や作業の結果作 り

あげられた製品としての地図そのもの (その作成

と目的達成にいたるプロセス)が主要テーマとな

り,地図学の理論分野がこれをめぐって活気を見

せはじめたことは,地図史研究にも新しい視野を

開くものとなった｡古地図の研究は従来そこに盛

りこまれている内容に研究の中心があったが,形

態の研究もこれに劣 らず不可欠であるとする

Skeltonの指摘に古地図研究の観点の変化を読み

とることもできよう｡形態とは投影法やグリッド

などの数理的要素 ･縮尺 ･精度 ･デザイン･表現

技法と記号 ･文字 ･装飾図案 ･手書きと印刷の別

･彫版法 ･版の状態等で,その研究が重要なわけ

は,これらによって地図がそのコミュニケーショ

ンを行うからであるとする (Skelton,1972)0

1967年にロンドンで開催された地図史会議の

テーマは ｢歴史史料としての古地図｣となってお

り,成果品としての地図とその生成のプロセス,

コミュニケーションの立場からの古地図研究,

"map"や "cartography"の意味等-の課題意

識の芽生えが見られるものであったとHarley

(1987)は指摘している｡

このような地図自体を対象とする地図史研究の

方向は,地図史研究が地図学の観点で,また,也

図学のバックグラウンドを持つものの手で進めら
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れるようになってきたこととも関連しているもの

と思われる｡ようやく学問の一つの分野として動

き始めた地図学からの人材補給が少しづつ行われ

るようになってきたということでもあろうか｡

地図史における地図の形態的側面の研究の必要

に言及したSkelton(1906-1970)は,同時に,こ

うした研究のためには数多くの地図を参照するこ

とが必須であるにもかかわらず,その条件は末だ

整備されていないとして,個々の地図についての

形態的側面をもカバーする記述法の標準化,各種

の地図収蔵機関の所蔵目録や,統合的,あるいは

地域 ･時代 ･主題 ･様式などさまざまな観点によ

る書誌 ･目録の整備等が重要であることを強調し

ている｡大英博物館地図室 (現英国図書館地図図

書館)長であったこの人ならではの ｢地図史料

学｣の核心にふれる発言である｡

1980年に刊行されたHarveyのThehistoryof

topographicalmapsll)は,従来の ｢地図発達史｣

ではとりあげられることの少なかった地形図 (大

縮尺図)の歴史を,その作成法に着目して考察し

ており,シンボル,絵図から測量図-という地形

図の進化の考え方には異論も多いが,1960-70年

代の地図史研究の変化を示す典型として少なから

ぬ反響を得たものであった｡

1970年代後半になると,地図史の研究動向に,

美術史の分野の図像学 ･図像解釈学,言語学の分

野の記号論,社会史 ･生活史重視の歴史認識の風

潮等の影響が見え始める｡

BlakemoreandHarley(1980)は,タイ トルの

示すとおり方法論で,従来の地図史研究に支配的

な ｢地図史-地図発達史と見る進化論的｣｢より

古い時代の装飾的な地図に重きを置 く骨董趣味

的｣｢西欧先進国とその版図拡大に偏る国家主義

的｣の三つのパラダイム-の疑問を提起 した上

で,新しい地図史研究の枠阻みとして,伝記研究

とその資料の充実,地図書誌12)作成の促進 とその

方法論の確立,地図作成の技術とプロセス及び地

図の精度 (測地 ･測量 ･景観の表現など)の研

究,図像としての地図の意味の解釈等を示し,最

後に地図を一種の言語と見なす考え方を採用 し

て,これが地図史研究の土台であり,これによっ

て広範な学問領域にわたる上記の作業の統合が可

能であるとしている｡そして地図史について ｢空

間的情報を伝達するための表現様式全般の歴史｣

お茶の水地理 第35号 1994年

と定義し,その対象として地図の性質 ･構造 ･普

及 ･過去の社会における地図言語の重要性をあげ

て,地図がもつ空間情報の表現力が社会的な空間

認識に果たしてきた役割-の注目を喚起している｡

地図史を数々の技術的発展や新しい着想による

進歩の歴史と見て,最古 ･最新 ･革新 ･画期的 ･

革命 ･ ｢離陸｣や,精密さ･縮尺 ･投影法 ･デザ

インなどを向上させたすぐれたカル トグラファ-

の業績を中心に進められてきた従来の地図史研究

(Harley,1989)の方法はもとより一概に否定され

るべきものではないが,BlakemoreやHarleyの考

え方に代表されるような別の観点が加わって,研

究の可能性は一段と拡大したといえるだろう｡

既にふれたとおり,1985年にはICA内での地図

史にかかわる組織はStandingCommissionに昇格

し,グループ成立以来のプロジェクトであった

Cartographic innovations:An international

handbookofmappingtermsto190013)が刊行され

るなど,国際的な活動の成果もあがってきている｡

コミッションはほかにもいくつかの作業計画14)を

進めている｡

∫.B.HarleyとD.Woodwardの共編の,時間的 ･

空間的ダーウィニズムや骨董品的地図観を超えた

地図史の集大成 (Harley,∫.B.andWoodward,

D,1987- )が,全世界の一線級の研究者を動員

して進められている (全 6巻 くただし第2巻アジ

アは2分冊)既刊2冊,第 1巻は本稿で多く引用

している)ことなどにも,現代の地図史研究の活

況をうかがうことができる｡

現在の地図史研究の枠組み,あるいは位置づけ

を,これまでの研究史の中で理解したいと考え,

文献によりながら英米を中心とする流れを追って

みた｡いささか冗長とも見えるが,周辺諸学とも

関連しながら,ダイナミックな進展を続ける研究

の表面の僅かな泡をすくいとったに過ぎないよう

である｡英米中心は学会の趨勢に見合うものとも

いえるが,語学的制約も白状せざるを得ない｡い

ずれ補強 ･補正が必要であろう｡

4.日本における古地図研究

先駆的人物として,江戸時代後期に幕府書物奉

行をつとめた近藤守垂 (1771-1829),明治初期,

創設当初の内務省地理局で地誌編纂事業に携わっ
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た河田熊 (1920没)がいる (海野,1993)｡いずれ

も時の政府の地誌的資料を取 り扱う位置にあった

人物であり,古地図に対する共通する課題意識の

ようなものを類推することもできそうである｡

市井にも古地図-の興味があったらしいこと

は,現存最古の刊行江戸図と目される ｢武州豊島

郡江戸庄図｣(寛永九年開板)が江戸時代のうち

にすでに復刻図として刊行されている15)ことや,

歴史地理的な興味からであろうか,開田図や難

波,江戸,平安京などのいわゆる古図の移しい写

図が残存していることからもうかがうことができ

る｡

昭和前期には,芦田伊人 (1877-1960) ･藤田

元春 (1897-1958) ･栗田元次 (1890-1955) ･

秋岡武次郎 (1895-1975) ･岡本良知 (1900-

1972) ･中村拓 (1891-1974) ･鮎沢信太郎

(1908-1964)等により,地図史に関するまと

まった著書が相次いで発表されている (海野,

1993)｡この時期は欧米の研究史における③の時

期とほぼ平行している｡

藤田 (1942)は ｢地理学史｣となっているが,

自序に ｢地理学の所産として,地誌と同時に目離

すことのできないものに,我地図があり,図籍が

ある｣と記すとおり,地理的知識の集約としての

地図を重視し,記述の大部分が地図にかかわって

いる｡別個に発表された論考をとりまとめて通史

的に配してあり,朝鮮や中国,また西洋と日本の

地図 (地誌)のかかわり方,仏教的世界図を介し

ての地図と世界観-の言及,｢プロゼクションに

合した地図でない｣道中図等にも目を配る包容

力,地図上の記号-の言及など,地図そのものに

則した現代的着眼点が随所に見受けられる｡栗田

は江戸時代の刊行図,岡本 ･中村は近世初期の東

西の地図のかかわり,また鮎沢は江戸時代の世界

図などそれぞれのテーマを深めている｡｢日本地

図史｣ ･｢日本地図作成史｣ ･ ｢世界地図作成

史｣は秋岡の成果の集大成となっている｡秋岡の

日本及び世界 ｢地図作成史｣2編は同氏コレク
ションの古地図集成の解説編であるが,はかにも

｢日本の古地図｣(創元社,1969)･｢日本古地図

大成｣(講談社,1972) ･｢日本古地図大成世界

編｣(講談社,1975)などの古地図集成が出版され

ており,室賀信夫 (1907-1982) ･織田武雄 ･海

野-隆らによる優れた解説が見える｡

戦前期を中心とする前段にひきつづき,日本で

は,日本人の地理的知識や世界観の形成に影響を

与えた中国や朝鮮,また,イエズス会やオランダ

を通じてのヨーロッパとの交流などの探究が地図

央研究のテーマとしてが大きなウェイトを占めて

いるのが一つの特色といえる｡海野一隆 ･船越昭

生 ･高橋正等々,この分野での優れて撤密な論考

が多い｡知 ･鬼の伝播を実証的に跡づけることを

目的として,現存の史料 (地図)を相互に広く比

較検討し,伝写の系統 ･類縁関係の系譜 ･受容の

状況などを明らかにしようとする試みが,史料の

発掘や見直し,またその取扱いの方法の確立に大

きく貢献している｡

研究の主要なテーマとしてははかに,京都 ･大

阪 ･江戸の三都の絵図をはじめ各地の城下絵図,

官撰の国絵図や諸藩の測量 ･絵図調製事業,荘園

絵図,地籍図等々があり,それぞれの残存状況や

作成の方法 ･プロセスなどについての研究成果の

蓄積が進んでいる｡例えば,矢守 (1974,1975)

は城下絵図史-の着眼点について具体的に述べて

いる｡

また,京都大学地理学専攻院生によって始めら

れた嘉川絵図研究会 (1981- )の活動16)も,近

年の特徴的な動きとして注目される｡その名のと

おり,葛川絵図 (京都北方安曇川谷の天台修験道

場葛川明王院に残る鎌倉末期作成の古絵図,京都

国立博物館寄託)を素材として,絵図に盛りこま

れた自然 ･人文の諸事象,同時代の世界像 (地域

像)のモデルに迫ろうとする共同の研究活動を端

緒として,以後各人の関心に合わせた古今東西の

さまざまな地図についての研究交流のグループと

なっている｡欧米の近年の研究動向の反映が見ら

れ,多くの若手研究者が名を連ねている｡人文地

理学会 ･歴史地理学会等を通じてご存じの方も多

いだろう｡メンバーの比較的近年の成果をまとめ

た 『絵図のコスモロジー』の編集委員は,小川都

弘 ･小林致広 ･下坂守 ･長谷川孝治 ･久武哲也 ･

吉田敏弘の諸氏となっている｡

古代歴史地理学の成果として蓄積されてきた景

観復原図を体系化し,地理学の基本的対象である

居住の場の普遍的な意味を掘り起こす過程で,こ

れらの地図 (復原図)が表現している古代の人々

のメッセージを読み解くための記号論的アプロー

チの可能性を提示した千田稔 (1980)や,アメリ
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カ先住民族が自らの空間認識を平面座標系の地図

(岩絵 ･砂絵)-と変換する過程の解明を通じて

地図的表現の意味を探ろうとする久武哲也 (1982

ほか)等がこれらの活動の先行をなしている｡

近代以降の官製地図 (地形図 ･海図など)を中

心とした作成史の研究や周辺史料の探索が進んで

いることは,日本の地図史研究のいまひとつの特

色といえるだろう｡外国からの技術導入により急

速な近代化を見る地図作成事業の進行と,それを

可能にする近世日本の潜在能力,国策と地図整備

の関係など興味深い分野である｡

組織についていえば,地図史を看板とする学会

はこれまでのところ日本にはない｡日本国際地図

学会に地図史専門部会があり,機関誌 ｢地図｣に

も地図史関係の論考はしばしば見られるが,これ

らが日本における地図史研究の中心的存在には必

ずしもなっておらず,地図史に関する重要な論考

の多くは大学の紀要類や史学 ･地理学 ･科学史 ･

洋学史等の雑誌 ･論集などに散在している｡

なお,洋の東西を問わず,古地図に関してはコ

レクターの研究-の寄与がひとつの特色となって

いるが,日本には現在,コレクター･学者 ･その

他もろもろの古地図愛好者による,地図資料協会

があり,小冊ながら月刊の ｢月刊古地図研究｣

が,通号288号に達している｡

5.史料学と史料としての地図

｢歴史家が過去を再構成するに当たっては,史

料によってその証拠を明らかにしなければならな

い｡一般に歴史認識のもととなるべき素材を史料

というが,歴史研究の基礎であるこの史料につい

て,いかなる素材が史料となりうるかを検討し,

その固有の性格を究明し,収集,分頬の方法を探

究するのが (史料学)である｡史料の証拠物件と

しての信愚性 ･適切性を,内的 ･外的批判を通じ

て究明する (史料批判)の作業と並んで,歴史研

究のもっとも基礎的な部分を形成する｡何が史料

となりうるかは歴史家が如何なる問いを発するか

によって決まるのであり,問いに先立って既成の

史料が存在するのではない｣(二宮宏之,1985)0
歴史研究と史料の関係は歴史学の発生以来のも

のであり,史料学も歴史学の発生とともに興った

といえるだろうが,近年 ｢史料学｣ということが

お茶の水地理 第35号 1994年

あらためて問題となってきているのは,史料とい

うものについての認識の変化による｡従来の文字

史料中心の歴史研究の方法論の中では,その史料

学にあたるものとして,古文書学 ･古記録学 ･書

誌学などがそれぞれの役目を果たし,それ自体の

蓄積を行ってきたわけだが,文字以外の史料が考

えられるようになると,それに応じた史料学が求

められるのは必然的のことであろう｡文字を持た

ない社会はもちろん,人間社会の中には文字に

よって記録されない部分も多い｡近年,歴史認識

の方法が,政治や制度など記録に残されやすいも

のだけでなく,これらをとりまく多様な文化現象

や,民衆の生活,人間の心性等を重視する方向-

と変わってきていることもあって,文字以外の史

料の役割が改めて見直されている｡

石井 (1976)は文献史料以外については,遺跡

･遺物等の史料にかかわる考古学や,風俗 ･習慣

･伝説 ･民話などとして伝承されてきた民俗史料

にかかわる民俗学などが,それぞれの史料学とし

てすでに独立の学問的分野を形成しているとし,

地図類についても史料学にとりこむことの必要に

わずかながら言及している｡

図像 ･音声 ･地図等,実際の研究の場面ではそ

れぞれの方法論のもとに活用されてきてはいるは

ずであるが,それらを集約し一般化してひとつの

体系とする努力が望まれ,また次第に動き始めて

いるというのが現状であると思われる｡

こうして歴史学一般のなかにも ｢地図史料学｣

-の機運が旺胎しているのが看取できるが,地図

は歴史学一般の史料であると同時に地図史の史料

でもある｡地図学には地図史が欠かせぬ分野であ

るとともに,地図の特質の認識とその認識に立脚

した史料論の展開は,地図学にしてはじめて可能

であるわけで,｢地図史料学｣が地図学の中で育

まれることは当然のことであろうし,そのように

して成立した ｢地図史料学｣は一般の歴史研究に

も資するところがあるだろう｡同時に歴史学一般

の中での史料学のあり方から学ぶべきことも多い

はずである｡歴史研究の中に ｢史料学｣をどう位

置づけるかについては,深谷 (1982)が参考にな

る｡すなわち,(痕跡 (史料)だけを残して過ぎ

去ってしまった)歴史的現実を研究し,その正し

い認識に近づくには,(正しい手段によらねはな

らず)従ってその ｢手段｣自体の研究が必要であ
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るとし,｢手段｣として,理論の研究 (概念や時代

区分 ･歴史法則あるいは歴史展開の傾向などにつ

いての抽象度の高い考察),研究史の研究 (主と

して歴史事象に対する見解の中身そのものを検討

する学説史と,研究の課題意識のあり方を検討す

る史学史),また研究動向の反省や方向づけと対

置して,史料の研究をあげる｡そして,現在 ｢史

料学｣として歴史学がその内部で自覚化しようと

しているものは,歴史認識を進める上での史料に

関する諸問題を,新たな視点で系統的に独自に対

象化して行こうとするものであるだろうとしてい

る｡

地図に関する ｢史料学｣についても,現実には

これにあたるものが地図史研究と相携えて蓄積さ

れてきている筈であり,対象の多様化や見直しの

潮流の中で,新たな自覚化がもとめられていると

いうことであろう｡

地図は一般には自然,人文景観の記録と考えら

れているが,同時にそれらを作 り出した社会や作

成者の,地域 (世界 ･国なども)についての認識

をも内包しており,各時代 ･社会との関係でその

｢言語｣や ｢文法｣を理解することによって,慕

観の復元以上の可能性が期待できる (Harley,

1989)｡前述した葛川絵図研究の事例などもこう

いった観点を反映したものといえよう｡小川都弘

(1992)は,中世荘園絵図の解読の例を挙げて,

その分析の枠阻み ･方法論と荘園絵図の史料学を

考察し,あわせて日本における地図研究の動向を

も概観している｡地図の即物的な読みとりにとど

まらず,社会的 ･文化的文脈の中で,当時の人々

の空間認識等を読み解いていく可能性は魅力的で

はあるが,いわゆる実証性には乏しい面もあるこ

とは心せねばなるまい｡Harleyも上の文献で過去

･現在を通じて地図の読みは相対的なもので,絶

対の解はないことを指摘している｡

地図史料学のヒントとなる文献としてもう一つ

高橋 (1986)もある｡ここでは,地図に関する総

合の学としての ｢カル トロジー｣を想定し,地図

の本質論を扱う ｢共時的カル トロジー｣と,歴史

的な部分を扱う ｢適時的カル トロジー｣(地図史

とイコールではないとするが,科学技術史的な地

図史でないという意味と見える)の二つの体系を

その構成要素とした上で,それらの方法,地図の

解読の視点,共時的 ･適時的の地図分類などにふ

れている｡

地図自体の史料性についての検討は地図史料学

にとっても大きなテーマの一つとなるだろう｡

6.地図史料学へ

地図史料学という枠阻み全体の構造となすべき

作業については,ひきつづき衆知を集めて行かな

ければならないが,現段階での地図史料学の課題

と考えられるものをいくつか挙げておこう｡

これまでにふれてきたとおり,対象となる地図

についての見方は不変ではない｡いかなる素材が

史料となりうるかを判断し,その性格を明らかに

していく基礎として,地図学 ･地図史の理論 ･方

法論をより深めること,研究の現況を把握してお

くことがまず第一の要件であり,本稿でも,前半

でその一端にふれてきたが,実際に当面手を下す

こととして考えられることは,たいして目新しい

ものではないようである｡

①史料としての地図の調査 ･分析手法の追究と

標準化

理論面とも相通じるものであり,前掲 ｢カ

ル トロジー｣などもその-例と見られる｡

これまでの地図史研究の事例をもとにした

一般化-の方法を探ることO

②地図の所在情報の整備

いかなる方法論があろうと,素材となる原

史料にふれなくては何もできない｡今後ま

すます増加するであろう地図自体の研究に

はこれまで以上に,多数の図の比較研究が

必要となるだろう｡

各収蔵施設の所蔵目録の完備はもちろん,

一地域 ･国などについての各機関所蔵資料

を網羅する総合目録,テーマ別 ･タイプ別

などさまざまなジャンルに関する一般的リ

ストから精密な書誌まで,研究者や学会 ･

収蔵機関等の努力で多くの成果がすでにあ

がっているが,もちろんなお不足は多い｡

データベース構築への努力も各所で行われ

ており,この面での可能性は大きい｡

③史料の整理 ･組織化

目録や分類などの観点の検討,地図の記載

方法の標準化など｡

④文献目録の整備 (学際的目配り)
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関連文献が散在していることは前にもふれ

たとおりで,地図史として,あるいはその

中の何かの分野にしぼった文献目録 ･デー

タベース等の整備｡

⑤史料収集のポリシー確立

関連機関の分担による効率的な収集や相互

利用のネットワークも含む｡

現代の地図も将来の目から見れば史料とな

るものであり,これらを後世に伝えるため

には,現代の地図 (情報)に関する収集の

ポリシー確立も必要である｡

これらの課題はいずれも,地図図書館や学会,

また研究者たちの手で従来から行われてきている

ことではあるが,より統合的な構想のもとに充実

させていく努力が必要であろう｡

欧米に比 して遅れの見える日本でも,最近は多

くの地図収蔵機関がその目録の刊行や展示会に

よって,所蔵資料-のアクセスをはかっている

し,地形図図歴調査 (日本国際地図学会地図史部

会,継続中) ･地籍図所在調香 (日本地理学会地

籍図委員会) ･博物館収蔵古地図の数量調査 (也

図情報センター,未公開) ･県史編纂過程での関

係古地図の悉皆調査 (福井県)等々,多彩な成果

が上がるとともに,古地図の復刻出版も広 く行わ

れて古地図利用の条件は整備されつつある｡

地図学や地図史の研究のこれまでの蓄積の上に

立つ現代の地図史研究が,単なる過去の痕跡とし

ての地図にとどまらず,地図本来の機能を実現す

るための諸活動や,地図と社会のかかわ りなども

含めた広い展望をもつに至っていることは第 2･

3章等で見たとお りである｡関心の展開にとも

なって,従来の地図学や地図史ではとりあげられ

ることの少なかった各種の地図や,これらも含め

た地図の残存状況そのものが問題になるなど,史

料学の確立-の潜在的要請も認められ,地図史料

学の条件は内からも外からも熟しつつあるといえ

るだろう｡地味で根気のいる仕事が中心となるだ

ろうが,具体的な仕事を通 じて,｢地図史料学｣も
確かなものになるだろう｡

本稿は昨春の本学会平成 5年度大会での演題を

基礎にまとめたものである｡ 浅学非才の身にはい

ささか大き過ぎるテーマでいささか粗雑の上,塞

理不十分,意をつくせぬ部分も多々あるが,もと

お茶の水地理 第35号 1994年

より素描のつもりであり,実践面はもちろん,理

論的にもさらに時間をかけて補強して行きたいも

のと考えている｡また,ここでは現在の情報処理

技術に伴 う諸問題について全 くふれていないが,

電子情報と史料伝承の問題は史料学にとって大き

な課題であることを付記しておきたい｡

注

1) 予稿集に代わるものとして,L,ibellus.7 (1992)

がある0

2) ‖arley,∫.B.andWoodward,D.(1987):Preface.

Harley,∫.B,and Woodward,D.(eds)."The

HistoryofCartography.γol.1"Univ.ofChicago

Press.Chicago.xvi.

地図･地図学 ･地図史等の従来の概念の検討とあ

わせて提示されている本書編者の地図の定義

3) Peutinger,Konrad(1455-1547)

アウグスブルグの人文学者,収集した地図の大部

分はババリア州立図書館所蔵｡

4) Richard,Cough (173511809)

イギリスの好古家,国の地誌的過去の保存に努め

る｡史料保存と利用のための図書館の意義にも言及

している｡

5) Santarem,ManuelFranciscodeBarroseSousa,

Viscountof(1791-1865)

"Atlascomposedemappemondes,deportlans...

depuism le Vljusqu'au XVIIsiecle (Paris,

1842-53)

6) Jomard,EdmeBrancois(177711862)

フランスの地理学者｡ナポレオンのエジプト探検

に同行,フランス地理学協会設立に尽力し,1848よ

り会長,1828よりパリの王立図書館 (現在の国立図

書館)地図室長｡

7) 全4巻 (予定)中,既刊2巻

Detombes,M.(ed)(1964):"Mappemondes,A.

D.1200-1500"N.Israel.Amsterdam.

Campbell,T.(1987):"The EarliestPrinted

Maps"TheBritishLibrary,London.

8) Bagrow,Leo(1881-1957)(Bagrov,Lev

Semenovich)

ロシア海軍水路部を経て,1918よりベルリン,

1945以降ストックホルム在住｡地図史とその史料探

索について,影響力多大｡
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Obituary by R.A.Skelton "Leo Bagrow,

HistorianofCartographyandFounderoflmago

Mundi,1881-1957" Imago Mundi.14 (1959)

4-12.etc.

9) Eckert(-Greifendorff),Max(1868-1938)

ドイツの地理 ･地図学者,F.Ratzelのもとで地理

･歴史 ･民族学等を学び,のちア--ン工科大学教

授,地図についての科学的探究に先鞭をつける｡

"Die Kartenwissenschaft:Forschungen und

Grundlagen zu einerKartographiealsWissen-

schaft′′2volsWalterdeGruyter.Berlin.1921-

25.etc.

10) InternationalConferenceontheHistoryof

Cartography

ll) Harvey,P.D.A.(1980):"TheHistory of

topographical Maps; Symbols, Pictures and

Surveys''ThamesandHudson.London.

12) 文献におけるbibliographyから作られた用語｡ 単

なる目録にとどまらず,それぞれの地図について,

作成 ･由来,とくに伝写 ･異版の推移等が明らかに

なるような詳細で分析的な記載を行うもの(Harley.

1987.p21)

13) Robinson,R.H.andWallis,H.(eds)(1987):

"Cartographic Innovations; An International

HandbookofMappingTermsto1900"

14) カル トグラファ一に関する人名辞典作成のため

の参考書目作成,地図の年表的データベース作成等

(Wallis.1989.p116)

15) 『荏土古図』(題額 :武州豊島郡江戸庄図)須原

屋茂兵衛 ･近江屋興兵衛 ･越後屋長三郎 1811(文

化 〔8〕辛未)など

16) 菖川絵図研究会 (1982):｢菖川絵図｣に見る空

間認識とその表現.日本史研究244.同 (1984) :絵

図を読む 1-6.地理.29巻 1-5,7号.はか
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